


1

　私がブタペストを初めて訪れたのは、44
年前、1965年2月のことである。当時、滞在
中のモスクワを１月末に夜行列車で発ち、ワ
ルシャワ－プラハ－ウイーンにそれぞれ数日
滞在、ブダペストに着いたのは２月も中旬だ
った。２月なのに到着の日はこれら３都市よ
りも温かく、何か早春の雰囲気を感じたこと
も私の気持ちを和やかにしたようだった。
　ここで「前置き」が少し長くなるけれども、
当時の日本と旧ソ連東欧諸国との交流のチ
ャンネルの狭さに触れておかなければなら
ない。これらの国を対象にした文部省留学
も学術振興会の派遣も無かった頃のことで
ある。それは「パイプ」といったものではなく、
偶然とコネに左右される細い「線」のような
ものだった。1959年に9歳でプラハに来た
故・米原万里の場合は、共産党幹部だった
父親の仕事で来たものだから別としても、そ
の他も何らかのコネや「友好」ルートによる
ものが多かったと思う。
　私の場合も偶然によるところが少なくな
かった。1964年9月、後から見ればフルシ
チョフ平和共存路線の最後の「打ち上げ花
火」だったのだが、モスクワで大々的な青年
学生の国際的討論集会「世界青年フォーラ
ム」が開かれることになって、わが国でも代
表団派遣用に「日ソ青年友情委員会」が作
曲家の故・芥川也寸志をシャッポにして俄か
に立ち上げられた。当時、日本共産党はフル
シチョフ路線を批判して中ソ論争の中国側
に与していたから、この委員会の実働部隊
は社会党の若手や社会党に近い労組・青
年学生団体が主力だった。
　私は60年安保の後、いわゆる「江田ヴィジ

ョン」(1962年10月発表)で間もなく失脚に
追い込まれる江田三郎ブレーンの端っこに
いたためか、江田派の若手から30人余りの
日本代表団のアドバイザーとして付いて行く
ことを依頼された。海外渡航の機会が少な

かった頃のこと、私は承諾したが、渡航費用
と持ち出し外貨制限枠500ドルを合わせて
当時の金で30万円負担するのに直ぐ帰るの
ではつまらない、せめて半年ほど滞在させて
もらえないか、と当時の成田知己委員長を
通じてプッシュしてもらった。そうしたら「フォ
ーラム」終了後、翌年3月まで、モスクワ大学
経済学部に外国人研究員として滞在する手
配がモスクワ到着時に出来ていた。予想外
だったので、私は薄いスコッチ・ツイードのス
プリング・コートしか持っていなかった。
　私は高層のモスクワ大学寮のZone B 14
階1448号室に住むことになったが、数階下
には原水爆禁止運動で国際レーニン平和
賞を受けた安井郁のお嬢さんがいたし、モ
スクワ音楽院に声楽で留学していた小田恭
子は原爆絵画で著名な赤松俊子の姪だっ
た。事ほどそのように、何らかの「コネ」を連
想させる人が多かった。これもフルシチョフ
の大判振る舞いで造られたルムンバ記念民
族友好大学には20人位の日本人学生がい
たが、これは勿論、友好団体ルートによるも
のだった。
　私はモスクワに落ち着いた後、暫くして東
欧を訪れることを考え始めたが、これにはい
くつか理由があった。まず旧制高校ドイツ語
世代の常としてアメリカよりもヨーロッパに
親近感を持っていたし、最初に書いた論文
が、1948-49年を境に全面国有化が開始さ
れる前、短期間存在した一種ネップ型の混
合経済である「人民民主主義経済」（中国
では「新民主義経済」）を扱ったものだった
ということがあった。もう１つ、これが重要な
のだが、1962年の東ドイツ「新経済メカニ
ズム」を嚆矢として、ハンガリー・チェコに経
済改革の胎動が見られたからだった。10月
14日のフルシチョフ追放の発表後、「フルシ
チョフ無きフルシチョフ路線の継続」という
当時の大方の見方に反して、私は「ソ連は今
後、保守化に転ずる」という判断を下してい
たが、東欧はどう動くだろうかという関心も
強かった。
　しかし、東欧を訪れるとしても専門家との
面談を斡旋してくれる「受け皿」が無い。どう
したものかと思っていたら、11月末、西欧の
社会党を含め、東西欧州の友党との機関紙
提携樹立の旅の帰途、モスクワに立ち寄っ
た江田ブレーンの筆頭格、加藤宣幸(社

党機関紙局長)と同行の松下圭一(法政大
学教授)に出会った。この二人が訪問して来
たばかりのポーランド・チェコ・ハンガリー
の、日本で言えば共同通信社に当たる通信
社に電報を打ってくれたのである。出発は翌
1965年1月28日だったが、出発前、チェコの
ＣＴＫモスクワ特派員、インドジッヒ・スーク
をチャイコフスカヤ街の自宅に訪れたら、「
最近の様子は知らないが、まあ、自分の眼で
良く見て下さい」という言い方に何か「翳」が
あるので「おや」と思ったが、3年後、「プラハ
の春」当時、ドゥプチェク・ブレーンの１人とし
て名前が出て来た。
　キエフ駅からの夜行列車は戦前からのワ
ゴン・リーの寝台車だったから快適だった。
ポーランドでは1956年のゴムルカ復帰の政
変「10月の春」の熱気はとっくに失せ、保守
化のサイクルに入っていたから、専門家の間
には投げやりな雰囲気があった。グランド・
ホテルでは秋のショパン・コンクールの下見
に来ていた21歳の中村紘子と出会い、夕食
をともにした。チェコは私の到着直前、1月末
の党中央委員会総会で基本的なところはハ
ンガリー型の経済改革案を決定していたが、

「中央委員会は貴君らの意図をどこまで理
解した上でこの改革案を採択したのか」とい
う私の問いに、暗い表情の経済研究所(オ
タ・シーク所長)学術書記・チェストミール・
コジュウシニークから返って来た答は「神様
しか知らない」というものだった。当時の雰
囲気が分かるというものである。
　ハンガリーは唯一、いくらか明るかった。
文字通り最初に会ったハンガリー人経済学
者は、資材・価格庁長官・チコーシュ・ナジ・
ベーラだったが、当時バジリカ近くの庁舎で
議論して午後４時を過ぎると急に立ち上が
り、「女性秘書たちが帰宅を急いでじりじり
している。夜８時に君のホテルに行くから、夕
食をしながら議論を続けよう」ということにな
った。こんな対応は、ソ連は勿論のこと、ワル
シャワでもプラハでもなかったから、私のハ
ンガリー第一印象はこの時に形づくられた
のである。
(さとう・つねあき-横浜市立大学名誉教授)
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　2009年春、またこの季節がやってきた。ハ
ンガリーに来て迎える4度目のマラソンシー
ズンだ。ただ今までと違うのは、今年が最後
の年だということ。おそらく9月のナイキブダ
ペストハーフマラソンが最後の大会になる。
走ることが楽しくなった今、たくさんの思い
出が詰まったハンガリーを離れるのは残念
な気がするが、それは仕方のないこと。それ
ならば残りの大会を思いっきり満喫しようと
考えるようになった。
　今年のもうひとつの目標は、家族全員
でのマラソンリレー出場。ちょうど1年前の
T-Comの3.5Kmに家族全員で出場した。４
歳の息子にとっては初めての経験だったが、
歩かず完走出来たので、また家族で大会に
出ようと決めていた。

ともに走ろう
　私は毎日走らないと落ち着かないというラ
ンニング中毒になっていない。練習量が多く
なると足への負担が大きくなり、2年前のハ
ーフマラソンで痛めた膝の調子が悪くなる。
走れなくなることが一番怖いので、普段のト
レーニングは週に１～２回、マルギット島の
5.2Kmのランニングコースを体調に合わせ
て１周～２周したり、自宅周辺の市街地を１
時間程度走ったりするだけ。ハーフマラソン
のレース前には、2～3度、15Km走を行う。
練習がマンネリ化しないように、週に１回程
度ジムに行き、ステップマシーンやその他の
マシーンを使い、気分転換を図っている。
　夫も学生時代はスポーツマンでバスケッ
トボールや少林寺をやっていたが、社会人
になってスポーツから離れてしまった。ス
キーやダイビングは夫婦共通の趣味だが、
子供が産まれてからは行く機会がめっきり
少なくなった。何かのきっかけががあれば、
また打ち込めるスポーツが見つかるはずと
いう思いもあって、今年のマラソンリレーに
家族で参加することを提案した。夫の本心
は定かではないが、参加しても良いよとのこ
とだった。大会のちょうど１週間前、夫が汗
だくで帰宅した。「どうしたの」と聞くと、「駐
車場から家（日本式４階）まで駆け上がって
来た」という。本当はマラソンリレーに向け
て、仕事が終わり帰宅した後、自宅周辺を走
りトレーニングをしていたのだ。

　私は一昨年の12月、長いハンガリーの生
活を終え日本に帰国した。ハンガリーでの生
活は10年3ヶ月。ハンガリー留学時代、私は
良く病院に通った。ハンガリーの病院システ
ムが良く分らなかったから、病院に行くのは
本当に勇気がいった。ブダペストの病院に一
度もかからずに帰国する人も多いと思うが、
私は違った。病院では良い思い出も苦い思
い出も体験した。
　初めて病院へ行ったのは中耳炎になった
時。鼻風邪を引いて鼻のかみ過ぎによる一
過性のものか、軽い中耳炎と勝手に決めて
いた。自然治癒するだろうと高をくくっていた
が、痛みが激しくなり、数日後には歩くのもつ
らいほどになった。どうにもならず病院に行
く決心をして、家主さんの付き添いで病院
へ急いだ。
　病状は思ったより悪く、出血を伴ってい
た。お医者さんに「なぜ、こんなになるまでほ
っといたのか！」と怒られてしまった。お医者
さんは意外な自宅療法を教えてくれた。ハン
カチ大の布、もしくは手のひらサイズの巾着
袋に塩を詰め込み、それをガスコンロで温
めて耳にあてる。自宅で試してみると、なるほ
ど、塩は長時間温かく、耳がポカポカして気
持ちが良い。今までの痛みが消え心地よく
幸せな気分になった。
　高熱が出た時にも病院に行った。日本な
らまず、「解熱剤を飲み安静に」と言われる
が、ここでは「水風呂に入り、熱を下げると良
い」。日本では絶対に聞けないアドヴァイス
だと思う。原始的な方法とは思ったが、確実
に効果はあった。もちろん、抗生物質も処方
されたが、1日1錠で２～3日分渡されただけ
だった。日本に帰国し、風邪で病院に行った
時は、錠剤や粉薬の計5種類の薬を渡され
た。医師によって治療方針は違うだろうが、
私にはハンガリーの医者の方法が理にかな
っていると思う。
　この二つの事例は良い思い出でもあるの
だけれど、火傷をした時は診察を受けるまで
右往左往して、辛い思い出になった。不注意
から足に大やけどをし、10ｃｍ以上の水泡
ができた。水泡が破裂しないか気にしなが
ら病院へ向かった。当時、私は11区に住ん
でいたから、本来なら11区の病院に行くとこ
ろだが、知人から12区のヤーノシュ病院を
勧められて、そこへ向かった。

家族で走ったミニマラソンリレー
　5月17日に待ちに待ったK&Hマラソンリ
レー大会が開催された。国会議事堂の周り
を走るコースである。家族で出場するミニマ
ラソンリレーは、1人2.1Kmを走り、3人でバ
トンをつなぐ競技。走る順番をどうしようか、
夫と相談した。スタートは大人数が一斉にス
タートするので子供には危ないし、私はミニ
マラソンリレーの後に7Kmｘ3のリレーにも
出場することになっているので、私が第１走
者となり、第2走に子供を走らせ私が一緒に
伴走することにした。密かに自主トレをして
いた夫にアンカーを任せることにした。
　満を持して5月17日の朝を迎えた。会場に
到着すると「これから走るんだ」というワクワ
クした気持ちと少しの緊張で私のやる気の
スイッチが入った。
　競技で2.1Kmという短い距離を走るの
も、マラソンリレーの第一走も初めてで、い
つに無く緊張していた。走る前は1Kmの
ペースをどうしたら良いのか迷っていたが、
スタートしたらいろいろ考えている暇はなか
った。案の定、周りの早いペースにつられ、
最初の１Kmを約４分／Kmで通過した。呼
吸はきつかったが、足のほうは大丈夫だっ
たので、ペースを意識せず、とにかく前に前
について走った。スタート地点に戻ると、第2
走者の息子がかなり興奮した様子で待って
いた。私がバトンを渡すなり、息子がダッシ
ュしてしまった伴走の私にはダッシュする気
力はなく、後ろを振り返りながら走る息子に

「すぐに追いつくから、前向いて走って！」と
叫んだ。スタートから400mほどで息子に追
いつき、そこから一緒に走った。「僕の心（心
臓）が止まりそうだ～」と何度も叫ぶ息子に、

「どんなに遅くても止まらず走り続けようね」
と励まし続けた。途中歩くことなく、思ったよ
りも早いタイムで、2.1Kmを完走した。そし
て、第3走者の主人にバトンをつないだ。
　夫もがんばり、私たちKimura Family チー
ムは、32分58秒という好タイムでゴールする
ことが出来た。20チーム近く出場した日本チ
ームの中で、4番目のタイムだった。予期せぬ
うれしい結果だった。ハンガリーでの家族
の思い出がまたひとつ増えた。

リレーの掛けもち
　ミニマラソンリレーが終わり、今度は7Km

　病院の入り口に受け付け（門番）に症状
を説明したら、緊急病棟に行くように指示さ
れた。ヤーノシュ病院を知っている人は分か
ると思うが、この病院の敷地は広大で、入口
と緊急病棟は両端に位置している。片足を
引きずりながらやっとの思いで緊急病棟に
着いたが、病棟の光景にびっくりした。次か
ら次へと救急車で患者が運び込まれ、40
～50人ほどの人が治療を待っている。大き
な部屋にストレッチャー（足つき担架）が並
べられ、人が頻繁に行きかっている。頭から
血を流して倒れている人もいれば、順番を
待ちながら楽しげにおしゃべりをする人もい
た。
　どこが受付でどんな順番で診察されてい
るのかが分らず、しばらく呆然と突っ立って
いた。受付らしい窓口を見つけ質問しようと
近づいたら、周りの人が「順番が違う！」、「
割り込むな！」と声を上げる。私はそれを無
視して「受付」に入り、症状を説明した。しか
し、「私にはわからない。多分ここではないと
思う。他の病棟で聞いてみて」という。もう一
人の人は、曖昧に「多分、皮膚科病棟だと思
う」と場所を教えてくれた。
　「外国の病院だから仕方ない」と自分に言
い聞かせ、片足を引きずりながら皮膚病棟
を探す。同じような病棟が並んでいるから、
見つけるのは簡単でない。やっと辿り着いた
皮膚科病棟受付で、「ここでは診ない」とあ
っさり断られ、「整形外科に行くように」とた
らい回しされた。病院内の広い敷地を何度
もぐるぐる回り、気力を失いながら、整形外
科病棟を探し、やっとの思いで整形外科病
棟に辿り着いた。
　「今度こそは！」と病棟内に足を踏み入れ
た。比較的静かで20人くらいの人が順番を
待っている。受付のカーテンは閉まったまま。
とりあえず椅子に座って気持ちを落ち着か
せてから動こうと思った。5分ほど経って、部
屋から看護士が出てきた。その途端、座って
いた20人が一斉に看護士に近づきカード
を渡そうとする。看護士は無造作に3～4人
のカードを取ると、部屋に戻った。初めは何
が起こったのか分からなかったが、これで診
察の順番が決まることが分かった。到着順
ではなく、カードを渡した順に診察が行われ
ようだ。次に看護士が出てきたら、私も身分
証明書（パスポート）を渡そうと準備した。看

ｘ3のハーフマラソンリレーに出場するため、
日本人会事務所に戻った。「もう十分にアッ
プ（準備運動）してるから、問題ないね～」と
盛田さんが冗談をおっしゃっていたが、すで
に4Km走った脚には若干疲労が残ってい
た。
　11時にマラソン/ハーフマラソンリレーが
スタートした。500チームが一斉にスタートす
る。私の目標タイムは35分。1Km5分のペー
スになる。無理にスピードを上げず、確実に
バトンを繋ぐ走りをしようと思った。まだ5月
なのに陽射しが容赦なく照りつけ、思いのほ
か体力を奪われたが、キロ5分のペースで
安定した走りが出来た。この大会への出場
はこれが最後という思いがあったので、王宮
や鎖橋などの景色を目に焼きつけながら走
った。7Kmを35分20秒ほどで走った。もう
少し速く走れたと思うが、ミニマラソンリレー
で2周した後だから、これは納得の行くタイ
ムである。私の相棒のハンガリー人女性は
第２走者と第３走者を兼ねていたから、1人
で周回コースを2周、14Km走った。二人で
つないだ私たちのチームは1時間50分53秒
でゴールした。ハーフマラソンリレーに出場
した女性39チームの中11番目のタイムだっ
た。

あと1レース
　ハンガリーでの最後のK&Hマラソンリレ
ー大会が終わった。走り終わって、夫から「
最後だから国会議事堂をバックに写真を撮
ろう」と言われて、自然と涙があふれてきた。
走るきっかけを与えてくれたハンガリーの
生活も残すところあと数ヶ月。寂しい気持ち
に襲われた。
　ハンガリーでのランニング生活の締めくく
りは、ナイキブダペストハーフマラソンと決め
ている。2年前の初ハーフマラソン挑戦でみ
ごとに惨敗。両膝も痛め苦い経験をした。去
年の大会は、順調な練習を積むことができ、
故障には十分に気をつけることができたの
で、目標タイムには遠く及ばなかったけれど、
納得の行く走りが出来た。そして今年。帰国
の準備と重なるので練習に不安はあるが、
悔いが残らないようにハーフマラソンを走り
きって帰国したいと思っている。

護士が出てくる度に、パスポートを渡たそう
とするが、受け取ってくれなかった。そうこう
しているうちに次 と々新しい患者が待合室
に来て、看護士に凄い勢いでカードを渡して
いく。その勢いにすっかり弱気になって、結
局、私はパスポートを渡すチャンスを失って
しまった。それから数時間経ち、人が減って
きたところで、やっとパスポートを渡し、診察
にたどりついた。なんとも不可解な外来受付
である。後から知ったのだが、多くの病院で
はこのような患者受付が常態化している。日
本人にはまず理解不能なシステムである。
　このように診察にいたるまで数時間も病
院内で右往左往して気持ちが萎えてしまっ
たが、診察してくれた医師は素晴らしい先生
だった。それまでの苦労が一気に忘れられ
るとまでは言えないが、とにかく親切だった。
私はしばらく通院することになったが、その
先生は私が完治するまで丁寧に診察し、適
切な処置をしてくれた。
　水泡が落ち着き、包帯が取れた頃、先生
は私に赤ちゃんクリームを渡した。赤ちゃん
用の低刺激性の市販のクリームである。本
当に効くのか心配になり病院の近くの薬局
の薬剤師に聞いてみると、「火傷は火傷薬、
赤ちゃんクリームなんて使わないなよ」と言
われて迷ったが、先生の指示通り、赤ちゃん
クリームを塗った。その効果があって、足全
体にあった火傷の跡は綺麗に跡形もなくな
った。中耳炎の塩袋や熱さましの水風呂に
続き、意外な方法を教えてもらったが、効果
は抜群だった。
　ちなみに、私が行った病院では、支払い
は　全て診察室内で行われた。日本のような

「会計」窓口がないので、診療後に、その場
で医者が領収書を発行し支払った。先生や
看護士にお礼をお包みすることもある(ハン
ガリーで悪名高い習慣)。治療費やお礼も一
切とらずに治療して
くれた先生もいた。
　国の違いを考え
させられたハンガリ
ーの病院体験であ
った。
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家族でつないだバトン
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 木村　晶子

ハンガリー病院体験記
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 戸田　みはる
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　わが社はソフト開発会社。机とコンピュータ
さえあれば仕事ができる業種。工科大学に
接する古いアパートのフラット2軒をぶち抜
いたものが事務所になっている。築百年ほど
の建物で、エレヴェータも乗るのが怖いほど
の骨董品。事務所は日本流の2階にあるか
らエレヴェータを使う必要はないが、「誰が
乗った時に落ちるのだろうか」と心配してい
る。まさにロシアンルーレット。エレヴェータ
が落ちれば、建物も傾き、不動産価値は激
減するだろう。
　このフラットの前の持ち主はハンガリー
で著名な弁護士のバーランディ・ピーテル
で、後に法務大臣を務めた。現金で売却代
金が欲しいというので、MKB銀行で落ち合
い、1000万Ftを超える現金をビニール袋に
詰め込んだ。鞄に入れるより、この方が安
全なのだと言っていた。息子のゲルゲイは
ELTEの法学部を卒業し、現在、若くして社
会党の幹部会員になっている。こういう末広
がりの家族のフラットだと有り難がっていた
が、如何せん、古すぎてリノヴェーションに
は限界がある。わが事務所に営業機能はな
いので町中にいる必要もないが、工科大学
との関係からここに留まってきた。しかし、大
学との関係も次第に変化し、地下鉄工事な
どで交通渋滞がひどくなったので、移転のチ
ャンスを探っていた。
　ハンガリー事務所の経費は円建てだか
ら、ここ5～6年、超円安状態で四苦八苦
してきた。移転先を探し始めたが、100円
＝140Ftでは適当な物件は高すぎて手が出
ない。あまりの円安でいったん移転計画を
凍結した。

にわかディーラー
　昨年夏のビッグマックPPP（ビッグマック
価格で測った購買力平価）を見ると、対ドル
でユーロは5割高、フォリンﾄも3割高なのに
たいし、円は対ドルで3割安。超円安状態だ。
ここ数年は円建て経費の高騰で大分損をし
た。ところが、秋に勃発した「経済危機」で風
向きが変わった。待ちに待った円高への転
換が始まった。乗用車購入資金として貯め
ておいた虎の子の円貯金、事務所の改築用
の増資円資金を使えるチャンスがきた。
　円高に加えて、ハンガリーの不動産市場

の急落である。これを逃す手はない。しかし、
わが社は不動産会社ではないから、親会社
が右から左へと円資金を流してくれるわけ
ではない。グループ全体の経営が厳しくなる
見通しなのに、「ハンガリーの不動産に投資
する」意義を説得しなければならない。
　こうして、昨年暮れから不動産の選定と
増資による購入資金調達のスキームを練っ
てきた。1年以上も前から目をつけていた2
～3の物件は、これだけ時間が経っても売れ
残っていた。他方で、年初からフォリンﾄ通貨
の底割れが始まった。増資が決まった今年
2月初めには、100円＝260Ftを割る暴落状
態になった。半年前には1000万円で1500
万Ftしか換金できなかったものが、2600万
Ftに換金できる。1000万円で実に1000万
Ft以上もの差益がでる。不動産は億単位の
物件だから、この差益は大きい。1億円の投
資であれば、昨夏に比べて1億Ftもの差益
がでる。
　ところが、本社での増資決定を受けて当
地で増資手続きしているあいだに、フォリン
トが値を戻し始めた。出資書類の翻訳や書
類整備に時間がかかる。100円＝230Ftの
レートをベースに増資を決めたが、送金され
た資金が使える時には230Ft割れの状態に
なってしまった。
　それから不動産購入代金の支払い期限
まで、為替動向をにらむディーラー・モード
になった。ロンドン市場が閉まる頃に、ニュー
ヨーク市場が開く。深夜にニューヨーク市
場の動向を見ながら、東京市場が開くのを
待って、ドル、円、ユーロのクロスレートの動
向とにらめっこする日々になった。世に為替
専門家と呼ばれる人は多いが、誰も為替を
確実に予想することはできない。一時の儲け
に目がくらみ、為替や株のディーリングだけ
で生きていけると錯覚している若者は多い
が、実際のところ、プロのディーラーでも為替
を予測することはできない。株や為替の変
動に賭けるのは、本質的にカジノの遊びと変
わらない。
　不動産購入代金の支払期限が近付いて
も、100円＝230Ftを下回る水準で為替が
留まっていた。売主に違約金を払ってでも円
が再び強く振れるまで支払いを延ばすか、
それとも増資分の資本不足のままで換金す

るかの決断に迫られた。最後のチャンスは
3月末の円資金の戻りである。3月の決算に
合わせて、円資金が日本に戻ってくる。そう
すれば外貨売り円買いになるので、一時的
にせよ、円高が進行する。事実、3月末の1日
だけ、突然、円平価が対ドル、対ユーロで高
騰した。ニューヨーク、東京での円急騰の流
れを確認し、近所にあるMKB銀行に8時の
開店と同時に駆け込んだ。レートを確認し
て、資金の6割をフォリンﾄに換え、さらに午
前中の流れを見て、午後に残りの4割を換
金した。平均で100円＝237Ftで換金するこ
とができた。資本不足を免れただけではな
い。100円につき7Ftの差益で不動産取得税

（不動産価額およそ6％）の分を賄えること
ができた。翌日から円は再び230Ftのレベル
に落ち、それ以後は200～210Ft前後のボッ
クス圏に留まっている。この1日だけの円の
急騰がなければ、資本不足になっていた。
　
改築工事
　新事務所は12区の丘の斜面に建てられ
た3階建ての邸宅である。1000平方米の敷
地があり、どの階のテラスからも国会議事堂
が正面に見え、そこから北東側のブダペスト
の街並みが町の境界まではっきり見える。
私邸としては文句のつけようない物件だが、
事務所としての利用には大幅なリノヴェーシ
ョンが必要だ。物件引き渡しから、大規模な
改築工事を進めることになった。
　築10年に満たない高額物件だが、窓枠
はハンガリーで一般的な木製、門塀の柵も
木製、庭やテラスの手すりはただの鉄棒にペ
ンキを塗っただけのものだ。木製の窓枠は
見栄えは良いのだが、雨があたるとすぐにペ
ンキが剥げ、10年もすると閉まりが悪くなる。
定期的にペンキを塗り替え、手間暇かけて
維持修理しないと、木製の窓枠は美観や機
能を維持できない。同じことは柵についても
言える。どの家もそれほど手間暇をかけない
から、窓枠も柵もペンキが剥げて、見苦しい
ものが多い。鉄製の柵や手スリについても同
じことが言える。以前から、ヨーロッパでアル
ミサッシのような窓枠やアルミ製の柵なら売
れるといろいろな人に提言しているが、今で
もそのような製品はハンガリー（ヨーロッパ）
市場にない。もっとも、ステンレス製の手摺

にわかディーラー、にわか棟梁
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 盛田　常夫
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（てすり）を製造している会社がブダペスト
にあることは分かった。安くはないが、ベラン
ダと庭の階段の手摺をすべて交換すること
にした。
　我が家は10年ほど前に窓枠も塀の柵も
すべてプラスチック製に替えた。ウィーンの
バーデンを旅行した時にプラスチック製柵
の存在を知り、ブダペストで販売店を探し当
てた。ドイツの技術で製作されたライセンス
製品で、15年保証が付いている。実際、今で
も新品のように白く、手入れが不要だ。とこ
ろが、ハンガリーの友人にそのことを話すと、

「プラスチックは駄目」という答えが返ってく
る。コメコンのプラスチック製品は確かに貧
弱ですぐに壊れたり、黄ばんだりする。ところ
が、先進国のプラスチック技術ははるか先を
行っていて、電子部品や自動車部品の多く
が硬質のプラスチック製品になっている。パ
ナソニックがチェコでカラーテレビの工場を
建設した時に、せめてプラスチック部品だけ
でも現地調達できないかと考えたが、規格
にあう品質の製品がなかった。一言でプラス
チックといえども、その品質にはピンからキリ
まであるが、一般のハンガリー人はまだそれ
を理解できないようだ。
　我が家の柵を取り付けた会社に電話した
が、すでに倒産していた。インターネットで探
したが、ブダペストにはプラスチック製の柵
を販売する会社がなかった。この製品のマ
ーケットが広がっていないのだ。見つけた会
社はバラトン湖西方の町にある会社。引き合
いがあるから頻繁にブダペストに来るという
ので、この話はまとまった。
　窓枠の総入替えは、やはり以前に我が家
の窓を取り換えた会社に発注した。セーケ
シュフェヒールヴァールに製造工場をもつ大
きな会社だが、ここも市場が広がらないのに
同業者が進出してきて経営に苦労している
ようだ。大小合わせて50枚以上の窓の交換
である。発注から納入まで4週間かかる。こ
れだけの数だと、トラックから品物を下すだ
けで、たいへんな仕事になる。
　ハンガリーのプラスチック製窓枠市場に
は、3～4社の外資系の会社がある。低級品
から高級品まで選択できるが、まだまだ
マーケットが小さく、どこも苦労しているよう
だ。わが事務所の発注がこの会社の今年の
最大の受注だったというから、やはりハンガ
リー市場だけを相手にした製造・販売ビジ
ネスは難しい。
　

にわか棟梁
　新築の場合には、棟梁の仕事もやってく
れる建築会社に委託しなければならない
が、改築工事にその必要はない。業者統括
の仕事を委託すれば、工事費は確実に4
～5割は高くなる。だから私が棟梁となって、
業者を選定し、仕事を発注することにした。
　改築でポイントになるのは、大工と塗装職
人。簡易壁の取り外しから、化粧板による補
修、階段の新設、ドアの交換、床張り、窓枠
補修など、有能な大工は改修工事において
キーマンになる。塗装職人も、外壁や内壁の
塗装だけでなく、改修工事で壊される壁の
補修が適宜、必要になる。
　一番時間がかかったのは、窓枠の総入替
え工事とその後の補修工事。これだけの数
だと、窓の取外しと取付けだけでかなりの仕

事量になるが、取外しによって壁が壊れた
り、新しい窓枠と壁に大きな隙間ができたり
するから、それを補修する工事が必要にな
る。窓の取付け業者は最低限の補修しかし
ない。だから、タイル業者、内装業者、石材業
者に指示して、補修を進めるしかない。そし
て、最後の仕上げは大工に頼む。ふつうの大
工はそのような仕事をしないが、私が信頼す
る若い有能な大工は万能選手として重宝し
た。
　ここまでの仕事は外装的な部分だが、事
務所の内装工事として大きいのは、LAN回
線と電気回線工事である。床を上げて、その
下にすべてのケーブルを埋め込む。回線の
敷設が終わり、床上げして最後にカーペット
を敷くまで、1ヵ月近い工事になる。ガスボイ
ラーの交換と配管の新設工事も発注したの
で、毎日、4つ5つの業者が同時に仕事する
状態が続いた。

　ほとんどの業者は朝の7時あるいは8時
から仕事する。朝のラッシュを避けて、時間
が計算できる早朝から仕事を始めたいとい
う。だから、業者の都合に合わせて建物の鍵
を開ける。ついでに屋内外を良く見回って、
仕事漏れがないかをチェックし、改装の進
行状況に応じて、どの業者に何時どの仕事
をやってもらうかを指示する。まさに現場監
督、にわか棟梁である。

コネで見つける業者
　大工、窓総取換え、塗装、タイル貼り、ボイ
ラー取替・排水工事、電気配線、LAN回線
敷設、床上げ、階段手摺、塀の柵交換、石材
加工（階段）、テラスの日除け取付、エアコン
の設置、机の設計・製作、会社看板製作な
ど、実に15余の業者を相手にした。この三
分の一はこれまでも仕事を依頼したことが
ある信頼できる業者だが、残りは新たに探
し出した業者だ。多くは知人の紹介で関係
をつけた。たとえば、友人のデ杯テニス選手
の甥っ子で、私のテニスコーチのガールフレ
ンドの弟が大工。このテニスコーチは別の
女性と結婚したが、この有能な大工には事
ある度に仕事を依頼している。タイル業者は
隣家の工事で知り合った。この業者がたま
たまステンレス製の手摺製造の会社経営者
の名刺をもっていたので、連絡を取って製品
を確かめに会社を訪問した。タイル材料は
フィットネスクラブ知り合った業者の店で私
が選定して発注したし、他の業者はインター
ネットで調べた。これだけの業者を相手にす
ると、現在のハンガリーの小規模事業者の
仕事ぶりや業種ごとの状況が分かって面白
い。しっかりと仕事をする業者は確実に増え
ている。期日や時間を守り、手抜きのないき
ちんとした仕事をしなければ、業者としての
信頼は得られない。すべてではないが、ほと
んどの業者に合格点をつけることができる。
　今、改修工事の最終段階を迎えている
が、ガレージのタイルをはがしたら、床のコン
クリートに大きな穴が見つかったり、プラス
チック製の柵を取り付ける段になって、3m
近い高さのレンガの門柱が揺れ動くことが
分かったり、改修工事を始めてから分かっ
た不具合がたくさんある。前の所有者も建
売物件として購入したからそこまで目が回ら
なかったのか、それとも不具合を修理する
資金がなくて手放すことを決めたのか。どち
らにしても、徹底的に改修するしかない。
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　1979年6月ブダペスト空港に降り立った。1983年7月まで4年に
及ぶ駐在員生活が始まった。担当は総務・経理兼ソフト部門全般の
営業（化学品、物資、非鉄、農水産、繊維）。所長と私の2人に現地
雇員6名の小さな事務所であった。社会主義体制の真っ只中にあっ
て仕事の行動半径には制限があったが、駐在期間中ハンガリーの
田舎を約30万キロ走破した。赴任後2年目から加わった家族と多く
の友人知人に囲まれ、それなりに充実した4年間の駐在生活であっ
た。ハンガリーを語る上で忘れることのできないいくつかの思い出話
を記しておきたい。

商社マンとなる
　1970年4月入社。5年の貿易経理担当を経て予てより希望の営
業マンとなった。配属先は「農薬部」。売買の仲介を通じて単に手数
料をとる日銭稼ぎと違い、新商品の開発から登録・普及・拡販に至
るまで最低5年以上を有する息の長い仕事である。例えば私の駐在
時に紹介したいくつかの商品は20年後に大きな商いとなって実を
結んだ。持ち込んだ新商品が商売となって利益を生む間に駐在期
間が過ぎてしまうという商品の性格上、農薬を取り扱う商社は少な
い。「農薬」というだけで毛嫌いされる昨今の風潮は業界への新規
参入を妨げてもいる。

ハンガリー農業視察団の訪日
　1978年秋、ナジ・バーリント（農業省植物防疫局長）、コンコイ・
イシュトヴァーン（全農副総裁）、シーグラー・ジュラ（化学品輸出入
公団部長）、コトン氏（バダチョニ国営農場主）の4人からなる農業
視察団が訪日した。その受け入れを担当したことが、その約1年後に
辞令を受けたハンガリー駐在のきっかけとなった。社会主義体制の
下でチェコと同様な工業化を進めていたハンガリーは、1970年代
に入って農業立国を目指す政策に重点をおき、70年後半には旧コ
メコン諸国の中で唯一食糧の自給自足が可能な国となった。社会
主義国からの視察団の日本受け入れには種々難しい問題があった
が、食糧増産に不可欠な肥料・農薬・農機具等の農業関連資機材
を広く扱う私の会社が日本招聘の窓口となった。
　日本では農水省はじめ関係官公庁に表敬挨拶の後、日本の有力
な農薬製造会社やその研究所、試験圃場のほか、近郊の篤農家を
訪問し、日本農業の実体を垣間見てもらった。空港の出迎えから見
送りまで、朝起きて寝るまでのフルアテンドの1週間を通じて、一行
4人との友情が芽生えた。ホテルの一室で4人が集まりハンガリー
の地酒であるパーリンカで朝っぱらから小宴会が始まっていたとこ
ろに呼び込まれ、その後のスケジュールに支障をきたしたこともあっ
た。夜は日本食に舌鼓を打ち、神田芸者と共に他愛の無いゲームに
興じた。熱海の温泉で撮った全員オールヌードの写真は今も良き思
い出の品である。その後、この4人には色々なお世話になるのだが、
一行4人のうち既に3人がこの世にいない。
　とりわけ「ゴッドファーザー」と私淑したコンコイさんは、3年前に
日・ハン旧農薬関係者が一堂に会する「同窓会」への出席を前に急

の補給を容易にするために畦道を作って小さな区画にする必要が
あった。3月後半からの苗作りから始まって、5月中～下旬に田植え
が終わるまで、富田先生はKITEの近くにあるゲストハウスに通訳と
共に泊まりこんだ。私はブダペストから毎週末になると片道丁度200
キロを走ってこのゲストハウスを訪れ、カレーライスを作り、日本酒
を飲みながらの反省会が続いた。育苗場や圃場を毎週600キロ近
く走り回った。5月初旬、日本から持ち込んだ鯉のぼりが翻る中、改
造を重ねたクボタの移植機でコトコトと苗を植え付けていく様に感
涙した。富田先生は絵画や音楽などの多彩な趣味があった。オペラ
鑑賞の後、ある場面の一瞬を水彩画で描いた一品はマジャール
氏に贈って大変喜ばれていた。そのマジャール氏は後に農業省副
大臣となってハンガリーの農業発展に尽くしたが、惜しくも60歳を
前にしてこの世を去った。冨田先生はその後日本での米作りに教鞭
をとられたと聞くが、学生達とのコンパの帰りに自転車から転んでそ
のまま帰らぬ人となったと聞いている。5月中旬、無事田植えを終え、
泥を奇麗に洗い落とした後の機械にウィーンから持ち込んだ日本酒
でお清めをして、参列者一同の努力とご苦労に感謝した。突如、富
田先生から「飯尾さん、歌ってください」・・・「では、荒城の月を」・・稚
拙な歌声と共に富田先生の奏でるトランペットの調べが夕焼けに拡
がって流れた。当時日本語の通訳を務めてもらったミクロシュ君は、
その後在日ハンガリー大使館の領事を経て現在は貿易のコンサル
タント、奥方は会計会社の役員となって進出日本企業の会計監査
等で活躍されている。
　初年度の収穫はha当り5.5トンの大成功を収め、翌年の田植え
時にはバスを連ねた小学生が社会見学にきてくれたが、その後この
プロジェクトは当初の目的だった1万haには遠く及ばず、主に外貨
予算の問題から4年目以降は品種改良用の米作りに役立てていた
と聞く。初年度に獲った日本品種のキタコガネ米の稲穂は、額に
飾って我が家の家宝となっている。

商　談
　私の担当する扱い品目は多岐にわたっており、毎年200回を超す
商談を経験した。商社の中でも当時これだけの数の商談をこなす営
業マンは少なかったと思う。特に国の外貨予算枠が決定されてから
クリスマス休暇に入るま
での期間は多忙を極め
た。早朝に出社してテレ
ックスをもぎ取り、そのま
ま貿易公団に向かう。途
中の赤信号で文面を読
んで車内で交渉の作戦
を練るということを数多
く経験した。一件100万
ドルを超すような商談は
日本からの取引先を巻
き込んで難交渉になるこ
とが多かったが、ホテル部屋での打合せや公団の待合室には盗聴
マイクが仕掛けられている懸念があったから、ホテル部屋に麻雀牌
を持ち込み、ジャラジャラと大きな音を立てさせながら事前打合せ
をしたこともあった。取引先との夕食が終わったあと事務所に戻り、
夜明けまでテレックスを打つことがよくあった。今のようにパソコン

性白血病で急逝、葬儀の間じゅう溢れる涙を押さえ切ることができ
なかった。好々爺然としたコトン氏の経営する国営農場で作られた
バダチョニケークニェル（辛口白ワイン）とスルケバラート（中甘白）
は30数年前から日本に輸出されている。氏から頂いた木製の手作
り匙とフォークは私の大事な宝物である。シーグラーさんとは1987
年から駐在したジャカルタで偶然にも同じ駐在員として旧交を深め

たが、深酒が祟って急性肝炎を
患い現地で帰らぬ人となった。た
だひとりナジさんが健在だが、30
数歳の若さで局長を勤めた共産
党員のこの優秀な官吏は、現在
難病に取り付かれ家を出ること
もままならないのに、「同窓会」に
杖をついて顔を見せてくれ、参加
者一同涙と抱擁の中で再会を喜
び合った。

米の機械移植プロジェクト
　1970年代当初、ハンガリーにおける米の年間需要は約10万ト
ン。需要の多くがソーセージ等、不足がちな肉の増量剤として使用
されていた。国産米が凡そ7～8万トン、残りの2～3万トンを輸入す
る必要があった。当時の米の総作付面積は約3万ha。異常気象が
災いしてha当り3トンあった平均収穫量が2トンを切りはじめ、貴重
な外貨節約の為には米の増産が急務とされていた。米作りといえ
ば2000年以上の歴史をもつ日本の米作り、それも機械による米の
移植栽培技術に白羽の矢がたった。因みにハンガリーは米作りが
可能な気象条件の北限である。日本の東北地方、北海道の米作り
を手本として技術と機械を導入することになった。日本は農水省の
下部団体であるAICAF、ハンガリーでの受け皿はKITE(国営農場
と協同組合が主要作物毎に合体したハンガリー最大の生産者団
体)が中心となって「日本式機械移植栽培による米作り」が始まっ
た。AICAFからは米作りの専門家である富田富夫博士が孤軍奮闘
し、3年に亘る技術移転を通じて特に米作りに寄せる日本人の魂を
吹き込む努力を重ねた。KITEではマジャール・ガボール総裁をヘッ
ドとしてアダニィー部長や多くの技術者がこのプロジェクトの促進
に協力してくれた。普段から農薬関係で出入りをしていた私が各種
情報の伝達役と関連資機材の輸入を担当した。3月半ばのまだ冬が
抜けきらない時期にグリーンハウスの中で手作りの育苗箱を使って
種を蒔き、約1ヵ月半後には約15センチに育った苗を圃場に移して
機械移植する。ずんぐりむっくりの健康な苗を作るためにはハウス内
の適切な温度調整と水管理が不可欠である。徒長（伸びすぎのひょ
ろひょろ苗）を防ぐため、富田先生が命名した「スカート方式」は当
時の育苗地で有名な言葉となった。暖房で蒸れたハウス内の温度
を下げるためにハウスのビニールをめくり上げ朝の冷気を呼び込む
のである。畑を改造した田んぼ作りには多くの苦労をした。最低でも
1haある大きな畑を、水管理や除草管理、更には機械で移植する苗

などという代物がなく、タイプで穴を開けた鑽孔テープを使って
送信機で送るのだが、穴を開けるのを忘れて最初からタイプし直す
という苦い経験を思い出す。

私生活
　着任して約1年弱は単身生活を余儀なくされた。ある日公団輸入
部長との商談の後で、「ワイシャツにかけるアイロンがなくて困って
いる」と話して事務所に戻ったところ、電話が鳴り「直ぐに来い」と言
う。何か失敗をしでかしたかと恐る恐る部屋に入ると何と机上に一
台の真新しいアイロンが置いてあった。「ミスター・イイオ、此処は共
産圏だ。欲しい物は何でも手に入る。困ったことがあったら言え」と
片目を瞑ってみせた。そんな時代であった。
　1980年初頭の日本人の数は150名程度で、その多くが商社、銀
行、留学生、大使館関係者、ヒナの鑑定士であった。当時の日本人
会は100名足らずのこじんまりしたものであったが、親睦団体として
良く纏まっていたと思う。春先には日本から送られた8ミリ映画の「紅
白歌合戦」を楽しんだ。年末にはドイツから料理人を呼び寄せて「寿
司大会」を催し、多くの在留邦人が集った。参加者全員に概ね均等
に握り寿司が行き渡るのだが、残った寿司をどう配分するかという
段になって、「子供より大人が優先！」と言って騒いだのはどうやら私
だけだったらしい。今もってそんなことを思い出す。やはり「食い物の
恨みは恐ろしい」。何しろ当時は日本食屋どころか中華料理屋もな
かったのだから。
　数年前にハンガリー滞在30年記念のパーティーを催したヒナ鑑
定士の広江さんは、派遣員10数名のリーダーとして昼夜の激務を
通じて貴重な外貨稼ぎをする先鋒を務めていた。同じヒナ鑑定士だ
った加藤弘治さんは良き友人である。仕事ではお互いに多忙を極め
ていたが、特に3～5月の米作りで忙しい折りには日本からの来客の
アテンドを頼んだり、3人の息子の遊び相手を押し付けたりして、今
もって頭があがらない。現在は故郷の讃岐で保険代理店を営んで
いる。この季刊誌の編集長である盛田さんとは随分長いお付合いで
ある。国費留学で勉学に勤しんでいる氏が机に向かっていない時を
知らない。それでも時には外に引っ張り出して、大使館に上手いこと
言って買ってもらった卓球台で遊んだり、テニスを教わったり、オペ
ラに連れてもらった。3人の息子は恐い私よりも盛田さんの方により
馴染んだ。氏の翻訳した難しい本の数々は、今も時 ま々くら代わりと
なっている。
　仕事の好敵手には伊藤忠の田路さんが居た。大抵の会社は所長
１人の事務所であったが、伊藤忠と私のいる会社だけが2人駐
在だった。当時若かった２人で仕事を競って取り合っていたのが懐
かしく思い出される。伊藤忠の所長だった武井さんはつい最近まで
ユーラシアスペッドの元締めであるアイロジスティックスの社長を務
めた。毎年年賀状を頂いて恐縮している。思い起こすときりがない。「
物」は無くても「心」の沢山ある時代であった。
　また機会があればこの続編を書いて見たいと思う。私は30年勤め
た商社を1999年末に早期退職し、2000年5月からブダペストに滞
在している。約1年半の準備期間を経て、2002年2月3日、55歳の誕
生日に家庭料理の店「大吉」をブダペスト1区に正式開店させ、現在
に至っている。

ハンガリー履歴書

商社マンから料理屋店主へ　商社マンから料理屋店主へ
飯尾　欽哉
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受賞の通知を受けたときの感想をお聞かせ
ください。
　かなり複雑な感じでした。まず喜び、誇り
を感じましたが、他方で本当に私の努力が
こんな素晴らしい勲章で認められるべきも
のだったのだろうかとの疑問も感じました。
　また私を支えてくださった数多くの日本の
友人、ハンガリーの同僚、34年間私と一緒
に日本とハンガリーの関係の強化のために
一緒に努力してくれた家内に対する感謝の
気持ちもとても強く感じました。

受賞された背景に日本とハンガリーの経
済と文化交流を深めたことが挙げられてい
ます。具体的にどのようなことなのでしょう
か？
　自分の努力の中で具体的に何が評価さ
れたかのか私にはわかりません。日本との付
き合いが始まったのは39年前です。その39
年間、まず仕事を通じて日本との関係発展
のために努力しました。両国の関係の発展
が両国、また両国民のために利益になると
深く信じたからです。
　若いときの大使館書記官としての勤務
中、ただ言われたことをきちんとやるだけで
はなくて、自分のアイデアをできるだけ実現
しようとしました。けれど大使館の一番若い
外交官の境遇では、また共産主義国家を代
表する外交官としてはその限界を強く感じ
ました。そういう限界無しで仕事ができるよ
うになったのが大使時代。外交活動では査
証免除、生肉輸入許可を実現することがで
きました。文化活動では日本各地で講演な
どを通じてハンガリーの紹介を積極的にし
ました。とりわけ私が努力したのは経済関係
促進、特に日系企業のハンガリー進出活動
であったと思っています。
　在任中ホルン首相の非公式訪問に続い
て、国賓としてグンツィ大統領の日本訪問を
実現できました。私の大使退任の翌年2000
年がハンガリー建国1000年に当るので大
統領の訪日の企画と準備、日本各地での建
国1000年祭の数多くのハンガリーの文化
イベントや各種フェスティバルの準備、また
当時の日本ハンガリー友好協会の田中理
事長と共同で行った同フェスティバルの予算
のための募金活動なども良く覚えています。
　大使として経済外交中心に活動していま
したので、任期が終わりハンガリーに帰って

きて今度は民間の立場から同じ目的のため
に活動をすることを考え、社員3人の小さな
コンサルタント会社を設立しました。今年で
設立からちょうど10年になりますが、2人の
日本人を含め10人全員が日本語ができる
スタッフが揃い、当地日系企業・進出してくる
日系企業に対して充分サポートができる体
制になっています。
　近年の成果として、現地企業と提携し大

林組と組んで落札した地下鉄4号線の駅工
事の受注があります。これはハンガリーの大
型公共事業で初のアジアの企業の落札で
した。大林組とは入札後も日本人社員の生
活環境の設定から当地提携企業との打ち
合わせ、月次決算の作成等全面的にサポー
トを行っています。大使時代に力を入れた日
系企業の支援を最前線でやっています。
　非営利的な活動は、かなりになります。80
年代の外務省勤務時にハンガリー貿易大（当
時）で日本の経済史を教えましたし、教科書
も書きました。同時期に世界文学大辞典で
の日本文学に関する記事の編集も担当しま
した。近年では城西大学とブダペスト商科
大学の提携をサポートし、その縁でこの4年
間城西大学で客員教授として講義をしてい
ます。またほかの日本の大学、民間団体のた
めに講演を持つこともしばしばあります。
　またハンガリーで日本の文化を、日本では
ハンガリー文化を紹介するイベントの企画、
主催をしています。リスト音楽院の日本人留
学生によるコンサートを毎年3月に開催して
おり、今年で7回目になりました。お陰様で毎
回多くの日本の方々が来られ満員の盛況が
続いています。また毎年少なくとも一つの日

本のアーティストによる展覧会を開催してい
ます。今年は外交関係140周年を祝う記念の
年であり、日本の美術展を三つ主催します。
　日本では、毎年三つのホテルを会場にハ
ンガリーフェアーを開催しています。今年は
これ以外にハンガリーの藍染展とハンガリ
ーの名写真家ハールの写真展も開催予定で
す。私は陶器が好きで大使時代に日本全国
各地を回り、多くの人間国宝の方 と々接し
素晴らしい作品の数 を々見せて頂きました。
この陶芸の縁でも多くの知己を得ました。九
谷焼の金沢での財団法人三谷育英会の役
員は7年間になります。またハンガリーで裏
千家談交会を設立、会長を務めています。

なぜ外交官の道を捨てて、民間企業人とし
てやろうと思ったのですか。
　私の外交官としての夢は大使として日本
で勤務することだったので、それが果たされ
た後は外交官としてのキャリアーより引き続
き日本との関係強化のために貢献したかっ
た。外交官としてやった経済外交の延長線
で今のような活動を開始することが理想と
考えました。

外交官ではなく、企業人となって日本ある
いは日本人に対する見方が変わりました
か。
　大きな変化はないです。もちろん、私から
みて理想的と思え相手企業にとっても利益
をもたらすはずと思われる提案をしても、相
手企業を説得できず断れるケースは外交官
時代より多いです。しかしそれぞれの立場や
責任があって、その範囲で判断すべきだと良
く理解できますので、そんなにがっかりはし
ません。そのような数多くの経験を重ねるこ
とで、自分の説得不足な点を見つけ改善し
ていくことで、できるだけ次回よりいいプレゼ
ンができるように努力しています。

受賞後、ご自身の中でまたは周辺で変化し
たことはありますか？
　いっそう努力しなければならないという認
識が強くなりました。

シュディさんにとって日本とはどういった存
在なのでしょうか？
　私にとっても、家内にとっても第二の母国
です。

旭日重光章を受章されたシュディ・ゾルターンさん

聞き手　原田　知加

インタヴュー

　　　マラソンの魅力　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　西岡　健児　　

　本年度は、5月に行われる予定だった女子マラソンが中止になっ
たものの、日本人学校関係者から4月19日のT-Homeマラソン大
会に52名。Ｋ＆Ｈリレーマラソンに、19チームの57名が参加しまし
た。昨年度は、女子マラソンに参加したのが25名、Ｋ＆Ｈリレーマラ
ソンに参加したのが36名でした。児童生徒の参加者だけでなく、
保護者・教員も積極的に参加し、年々参加者が増え続けています。
　では、参加者が増え続けているマラソン大会の魅力とは何なの
でしょうか。
　私は、昨年度Ｋ＆Ｈマラソンに初めて参加しました。それまでブ
ダペストのことを知る余裕もありませんでした。しかし、このＫ＆Ｈ
リレーマラソンに参加し、王宮・ドナウ河・国会議事堂を見ながら
走ることができたことはもちろん、あいさつ程度しか覚えていなか
ったハンガリー語でしたが、言葉は関係なくゴールに向かってたく
さんの「人」とともに走ることができたことが嬉しかったのを覚えて
います。
　そして本年度、私は7kmのリレーマラソンに参加しました。昨年
度の2.1kmよりも4.9kmも長い距離でしたが、日本人学校の児童
生徒や保護者の皆様が頑張っているので、私もレベルを上げてチ
ャレンジしようと決意しました。当日は、すごく暑い大会でしたが、「
人」と「人」が声をかけ合い頑張って
います。私もＫ＆Ｈマラソンは２回目
だという心のゆとりがあったからで
しょうか、たくさんの人と「ホイラー」
と声をかけ合いゴールに向かって走
ることができました。最後には、「ヤパ
ン、イシュコラー！！」とアナウンスし
てもらったことも思い出に残っていま
す。その後、前後に走っていた人たち
と握手をし、お互いの頑張りを称え
合いました。
　スポーツには「人」と「人」を結びつ
ける力があります。どんな試合で争っ
ても試合が終われば一緒に語り合え
る仲間になります。マラソンも同じことだと思います。競い合っても
最後には笑顔で頑張りを称え合います。これからも更に多くの方に
マラソンを楽しんでもらいたいと思います。

　　　　マラソンとの出会い
久世　優美子　　

　私がこの街にきて、もう3年と3カ月になる。あっという間だった
3年間には、大切な出会いがあふれている。たくさんの「初めて」が
あふれている。そして、マラソンとの出会いもその一つだ。
　私がマラソン大会に初めて出場したのは、2年前の5月。6年生の
時の担任の先生がとてもマラソン好きで、中１の春に強くマラソン
を勧めてくださった。このマラソン大会に出場したことが、私を大き
く成長させるきっかけとなった。そして、その後の2年間に私は女子
マラソンの大会に何度も出場してきた。
　しかし、今年の春に初めて出場した男女マラソンでは、正直気疲
れしてしまった。今までに見たことのないほどの人の数。走っている
というより、流されているような気分だった。何より、楽しくなかった。
そしてもう二度と男女マラソンには参加したくないと思っていた。
　ところが、今回の男女リレーマラソンは私のマラソンに対するイ
メージを大きく覆した。今回は初めて走るコースだったものの、距
離が長くなかったので不安はなかった。それに、人が少なかったの
でゆったりと気を楽にして走れたのがよかった。これまでの私は、
マラソンはスポーツ競技だというイメージでタイムを気にして走っ
ていたが、今回は町並みや景色を楽しみながら走ることができた
のだ。そして、何より初めて知ったことがあった。

　これまで私は、ブダペストという街
についてよく知っているつもりだっ
た。観光としても、学習としても、たく
さんの場所へ行ったことがあったか
らだ。しかし、それは知識としてだけ
の街だったのだ。今回のマラソンで私
が出会った街は、もっと身近で人々
が暮らしている街だった。人々が日々
生活する街だった。だけど、それは私
にとっては初めて見たブダペストの姿
だった。私はそんな街の姿にとても感
動した。
　私はこれからも走り続けたい。こ
の町でも、次の街でも。そうして、また

あの感動に浸りたい。言葉で表すことができないほどの、あの感動
に。
　走ること・・・、それは本当の街と出会う一つの手段なのだ。

日本および日本人から学ばれたことはどの
ようなことでしょうか？
　とてもたくさんあります。そのいくつかあげ
るとすれば、物質的なものより人間としての
重要性、長期的な展望に立ったものの見
方、相手の立場に立ち相手を大切にするこ
と、ワビサビの感性などです。

今後の目標、今一番したいことについて教

えてください。
　目標は今までやってきたことを一日も長く
続けられること。その結果ビジネスで成功で
きれば、いつか財団を作って日本とハンガリ
ーの企業の賛同を得て両国に小さい「文化
会館」のような施設を作ることです。

ハンガリーに居る日本人あるいは日系企業
に対する率直な感想、要望があればご教示

ください。
　答えにくいご質問です。しかし率直申し上
げると、折角ハンガリーで仕事をする生活を
するという機会を得られたのですから、もっ
とハンガリーのことを勉強して、ハンガリー
の各地を旅行して、ハンガリー人ともっと接
触して欲しいです。日系企業も、特に今のフォ
リント安・円高環境を活用して、より現地調
達の努力を強化して欲しいです。

ブダペスト日本人学校



　私は５年間の留学生活を経て修士課程
をまもなく修了します。このように長い期間
留学し勉強に時間を費やせた背景には、尊
敬する先生方との出会いがありました。
　日本で音大を卒業し演奏活動をはじめ
ていた留学前、小林研一郎先生のオーケス
トラに幾度か参加する機会があり、さらに
室内楽の演奏を聴いていただく機会があり
ました。
　「この先もヴァイ
オリンを弾いてい
て良いでしょうか。」
そんな弱気な私の
言葉に、先生は背
中を押してください
ました。留学してか
らも、来洪のたび、
リハーサルの様子
やコンサートで満
員の聴衆に喝采を浴びる小林先生の姿に、
いつも力をいただいていました。
　ヴァイオリンの師匠のサバディ先生から
は、プロフェッショナルの演奏の準備の仕
方とメンタルの強さに特に影響を受けまし
た。初めての日本人門下生で最初はわから
ないことも多かったのですが、先生は分け
隔てなくいつも明るく接してくださいまし
た。現在では５人の日本人留学生がクラス
で学んでおり、にぎやかでお互いに刺激を
受けています。
　日本ではソロ中心に勉強してきたので、
室内楽の経験も増やし仲間の信頼を得る
音楽家になるというのを留学時から目標と
していました。
　その室内楽ではピアニストのグヤーシ
ュ・マルタ先生に出会うことができ、音楽的
に非常に深いものを学ばせていただいてい
ます。先生の室内楽クラスに在籍するレヴ
ェルの高いさまざまな楽器の学生に学ぶこ
とも多く、厳しさを持ちながら魅力的な演
奏をする先生は女性音楽家として私の目指
したい憧れの姿となりました。マルタ先生の
「バロックもやってみない？」という勧めで
チェンバロとのバロックソナタを古楽のオ
ルフェオ管弦楽団のヴァーシェギ先生の下
で勉強することになったのも音楽の理解を

卒業を目前にして 
リスト音楽院大学院ヴァイオリン専攻

井上　奈央子

素晴らしいハンガリー作品を、
もっと日本へ！ 

2009年度　故・岩城　浩之（指揮者）賞受賞
クラリネット奏者　豊永　美恵

　私がハンガリーを始めて訪れたの
は、2001年夏の事でした。後の師匠となる
Dittrih Tibor先生の噂を聞き、レッスンを
受けにブダペスト近郊で行われたクラリネ
ットフェスティヴァルに、ただ一人で参加す
るためです。７日間という短い期間でした
が、私をハンガリー留学へと決断させるに
は長いくらいでした。それくらいハンガリー
の音楽に私はすぐ虜になりました。
　2002年夏に留学スタートしてから約５
年半の間、ハンガリーの生活を送ることに
なりました。幸運なことに私は人脈に恵ま
れ、いつも誰かに助けて頂きました。先に留
学していた先輩方からは室内楽に誘っても
らい、その輪はいつの間にかハンガリー人
の生徒に広がり、先生にまで広がり、沢山
の人と出会い経験をしていました。そんな
中で思ったことは、やはり自分で前に進ま
なくてはいけないという事。留学するという
事は、音楽の勉強はもちろんだけれど、メン
タル的な事でも私を大きく変え、自分を見
つめる良い機会になりました。自分のやり
たい事を実現させるためには？と言う考え
から、留学中には『ハンガリー政府奨学生』
や、『平成18年度文化庁新進芸術家海外
派遣研修員』にも応募しましたし、それらを
頂いたことで”責任”というものが出てきま
した。
ある時、「留学っていうけれど、90％以上の
人が”遊学”なんだよね。」と言う言葉を聞
き、果たして自分はどっちなのだろう…ハン
ガリーで自分がすべき事は何だろう…この
先、音楽を通じて私が出来ることは何だろ
う…と立ち止まって考えたのです。
　私の日本の先生方が、フランス留学から
帰国され、その後いくつものフランス作品
を初演され、それが今日では誰もが演奏す
るレパートリーになっています。ならば、私
もハンガリーの作品を日本に紹介し次の
世代へ渡さなくてはならないのではないだ
ろうか。
　それまでに私は、F.Hidas氏のクラリネッ
トソナタを世界初演させて頂き、その他の
作曲家の初演に係わる事が幾度となくあっ
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深める大きなきっかけとなりました。
　ソロの勉強と同時進行で、弦楽四重奏、
ピアノ三重奏、ピアノ五重奏をはじめ、さま
ざまな楽器の編成で室内楽を経験して、い
よいよ卒業の年になってしまったのですが、
卒業演奏会でフランツ・リスト室内楽団と
共演することができたのは、思いがけない
恵みとなりました。

　指揮者を立て
ないで、小編成で
世界トップクラス
の生命力に満ち
たアンサンブルを
する彼らの演奏
はいつも私の憧
れでしたし、留学
中勉強しようとし
てきたことの延
長線にあるもの

だったからです。私はせっかくの機会なので
室内楽的な魅力を出せるベートーヴェンの
ヴァイオリン協奏曲にチャレンジすることに
しました。
　リハーサルでは弦楽器群と管楽器群が
向かい合って座り、その中心に私が立って
演奏しアンサンブルを整えていきました。リ
ハーサルはもちろん、５月２７日のリスト音
楽院大ホールの本番の舞台上でさえ、背中
から聞こえてくるオーケストラの演奏に新
しいアイディアが湧いてくるような至福の
時間でした。
　その後続いた３回の本番にオーケストラ
のエキストラとしてリスト室内楽団に参加
させてもらうことができました。２０日間ほ
ぼ毎日彼らと演奏を共にするようなチャン
スを得られたので、緊張の中少しでも多く
吸収したいと思いました。メンバーそれぞれ
がすばらしい音楽家で、当たり前にできてし
まうレヴェルがとにかく高いというのを、改
めて感じました。
　今、ひと段落しこの文章を書いています
が、今後はこれまで学んだことを生かし、現
場でさらに勉強していけたら幸せだと思っ
ています。これまでの留学生活を支えてくだ
さった皆さまに、心から感謝を申し上げま
す。

　今年4月「みどりの丘日本語補習校」に新1年生が8名入学し、に
ぎやかな新年度がスタートしました。日本とハンガリーの二重国籍
を持つ子ども達が増え、日本語を母語として学ばせたいと考える家
庭が多くなっているように感じています。今の補習校が立ち上がる
年に入学した息子は、今年で5年生になりました。ハンガリーの現
地校と補習校に通う息子の日本語学習の様子を知っていただき、
一緒に考えていただけたりしたら二重国籍の子を持つ保護者として
うれしく思います。

有り難い補習校
　我が家の長男は、毎週土曜日の午前中、補習校で国語の授業を
受けています。今年は他の2名のクラスメイトと5年生の教科書を中
心に年間の課程をすすめています。1年生の時から教科書を使って
学習しているので自分の子が今どんな段
階を学んでいるのか、どんな力をつけてい
くべきなのか、わかり易く私たちにはよい
指針となっています。また先生という第3
者が愛情を持ちつつ客観的に指導してく
ださるのは、本当にありがたいです(親が
教えるとつい感情が先走ってしまうので)。
教科の学習以外にも日本やハンガリーの行事、日本の歌や遊びに
触れてもらうことが多いです。私も息子の話を聞いて懐かしい日本
の行事を思い出したり習ってきた歌を一緒に歌ったりして楽しんで
います。
　息子はバスなどを乗り継いで、補習校に一人で通っています。そ
のために親の代わりに先生や他の保護者の方たちとやりとりをする
ことになります。普段は親以外の日本の大人と接することが少ない
彼にとって、敬語や丁寧語を使うとても良い機会になっています。補
習校は保護者の運営する学校なので親（特に運営委員の方々）が
やるべきことが多くて大変です。しかし、補習校がなかったら息子は
日本語の学習を今まで続けていなかったでしょう。

宿　題
　家庭での読み書きの学習は補習校の宿題です。漢字練習や作文
などバランスよく出されているので宿題以外に独自の問題集をやる
ことなどはあまりありません。我が家では宿題を終わらせないとその
週は補習校にいけないということになっているので、補習校が大好
きな息子は懸命に毎日取り組んでいます。
　低学年のうちは、読むことを学ぶ段階なので親がつきっきりでし
た。私は家事がすすまずイライラし、息子は泣き出し、ハンガリー人
の夫はなぜそんなに勉強しなければならないのか戸惑っていまし
た。もっと寛大な気持ちで見てあげられたら良かったのにと悔やん
でいます。苦しかった当初に比べると、ここ1年ほどは親子ともにずっ
と楽になってきました。自分で一週間の宿題の量を確認し、週や１
日の計画を立ててから辞書などを使って一人ですすめられるように
なったためです。学ぶために読むという段階になり、毎日の宿題で学
習が習慣化され、年齢が上がって集中力がついてきたのでしょう。
低学年のお子さんがいて自宅学習が大変な保護者の方には、「いま
が一番親の時間を費す時です、やさしく見守ってあげてください」と
お伝えしたいです。

会　話
　家での息子との会話は両親のそれぞれの母語（母は日本語、父

はハンガリー語）で行っています。息子との会話はおしゃべりな父親
が帰ってくるまでの数時間が勝負です。日本語の中にはハンガリー
語は混ぜないようして、単語が入ってしまったときはさりげなく聞き
直し、それが何であるか説明させて日本語での表現方法を教えてい
ます。「（学校、習い事など）どうだったか」と聞いても答えが返ってこ
ないので、「今日は何が一番楽しかったか」と聞くようにしています。
楽しかったことや褒められたことは話したがるので、こう聞くと授業
や友だちについて話してくれるます。学校生活の中でハンガリー語
でしか知らなかった言葉を日本語で説明させて、語彙や表現方法
を増やしています。

活　字
　教科書の音読は毎日がんばっている息子ですが、宿題以外では

日本語の活字を目にしない（読書の面白
さがまだわからないのです）ので、なにか
読んでもらいたいなぁと思っていました。
以前、二重国籍のお子さんを持つ先輩お
母さまの講演会で「日本語に触れるため
なら、まんがも読ませていた」とお聴きし手
始めに「ドラえもん」を取り寄せました。ま

んがはおもしろいらしく「ドラえもん」の他にも次 と々読みたがるよう
になりました。帰国時に手に入れるだけでは足りず、今はブダペストの

「国際交流基金」や「日本人学校の図書館」を利用しています。

書　く
　日本語の学習のなかで一番難しいのが文章を書くことです。宿題
でも作文を書くときには取り掛かるまでに時間がかかります。家庭
では親子で交換日記や毎晩の食事を書き出すなどいろいろ試して
みましたが、今続けているのは、日本のおばあちゃんやいとこに手紙
を書くことです。返事が来るのがうれしいので、せっせと（それでも月
に数通）書いています。文章の練習にもなるし、おばあちゃん孝行も
できるので一石二鳥です。

映　像
　息子の一番の楽しみは、宿題を終えた後にＤＶＤを観ることで
す。家にはテレビはありません。ＤＶＤだと親が見せたいものを選ぶ
ことができるので、このままでいいかなと思っています。日本のテレビ
番組を録画したものや映画を観ていますが、ここからも弁護士ドラ
マでは法律言語、料理番組では調理に関する言葉などを覚えてい
ます。家庭では日常会話から一歩進んだ話題をさがすことはなかな
か難しいのですが、ＤＶＤを観た後はさまざまな内容について話す
こともできます。「干物女」など知らなくてもいい言葉まで覚えたりも
しますが、親子で楽しめバラエティに富んだ日本語に接することが
出来るので、ＤＶＤの視聴は欠かせない娯楽のひとつになっていま
す。

　各家庭によって日本語学習の状況や目指すところはさまざまだと
思います。この原稿を書きながら、我が家にとって、補習校での体系
的な学習と宿題と、家庭の中に楽しい日本語環境を作ることでうま
くバランスがとれているように思いました。二つの国の言葉や文化
で育つことがハンディでなく豊かな人生の助けになると良いなと願
っています。ハンガリー人であり、日本人であるという意識を持って
育ってくれたらうれしいです。

みどりの丘日本語補習校
望月　美和

補習校と家庭での日本語



ハンガリー語の楽しさを絵本へ
内川　かずみ

　私はもうとっくの昔に留学生ではな
くなってしまったのですが、原稿を書い
てみないかとお誘いいただき、久しぶり
に昔の記憶をたどることになりました。
　2000年4月、大阪外国語大学（現大
阪大学）ハンガリー語科3年生を終え
た後、休学して1年間ハンガリーに来ま
した。優等生でもなんでもなかった私
は奨学金も受けられず、親のすねをか
じりながら語学学校に通っていました。

毎日午前中だけ授業があり、午後はうちで勉強したり、ブダペストの
いろんな場所を見て回ったり、友達と会ったりして過ごしました。
何をやっても「勉強」になったので、毎日がとてもおもしろかったです。
　ルームメイトは日本人でしたが、ハンガリー滞在歴が長い人
だったので、家の中では日本語禁止にさせてもらっていました。
外で会うときは日本語OKで、一緒に家を出たとたん「さっきのあ
れ、どういう意味？」と質問攻め。今思うと日本人２人のハンガリ
ー語会話は滑稽ですが、あの時は真剣でした。
　留学の後、いったん日本に帰って卒業し、紆余曲折を経て現在
はELTE大学の日本学科で日本語を教えています。3年がたちま
したが、まだまだ本当に試行錯誤の日々です。でも、学生たちは非
常に熱心かつ優秀でこちらが学ばされることも多く、この仕事に
就けたことをとても幸せに思っています。
この場を借りて宣伝させていただきたいのですが、私たちは「ニ
ハハ・クラブ」という、日本人とハンガリー人の交流会のようなこ
とをしています。不定期にしか行っていませんが、よかったら遊び
にいらしてください。http://nihahaclub.exblog.jp/
　また、昔からの夢に「絵本に関わる仕事をする」というものがあ
りました。ハンガリー語と結びつけ、留学後、ハンガリーの児童書
の翻訳を始めました。「こつこつ訳し続けて、おばあちゃんになっ
てからでもいいから、いつか出版に至ったら嬉しいなぁ～」と思っ
ていたのですが、ハンガリーには実はすばらしい本がたくさんあ
り、これまでに「犬のラブダとまあるい花（原題Labdarózsa、冨
山房インターナショナル）」「とんぼの島のいたずら子やぎ（原題
A szitakotők szigetén、偕成社）」「ふたごのベルとバル（原題
Bertalan és Barnabás、のら書店）」の3冊を世に出していただ
くことができました。特に「とんぼの～」はつい最近、厚生労働省
関連の「児童福祉文化賞特別推薦」という賞をいただき（同賞を
「崖の上のポニョ」も受賞）、単に「未知の国ハンガリーの絵本」
という位置づけではなく内容をちゃんと見ていただいた上での受
賞ということで大変嬉しかったです。
　もともと、ハンガリーという国は実は自分で選んだわけではあ
りませんでした。でもこの国には夢をかなえさせてもらい、それ以
上の経験までさせてもらっています。「せっかく勉強しているんだ
から、一度見てきたらどうだ」と留学に送り出してくれた両親には
感謝の思いがとても言い尽くせません。今後も自分の出来ること
を精一杯やっていこうと思っています。
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《ハンガリー国内お勧め情報》

♪ 6月12日―8月30日　　ブダペスト夏の音楽祭　
  （マルギット島野外ステージ） www.szabadter.hu

♪ 7月10日-8月15日　ハイドン・エステルハージ宮殿音楽祭   
  （FERTŐD）　http://haydn-2009.hu/

♪ 7月13日―8月10日　ヴァイダフニャディ城（英雄広場）
   http://www.vajdahunyad.hu

♪ 8月7日―16日　ゼンプレーニ音楽祭（Sárospatak）  
   http://www.zemplenfestival.hu/

♪ 7月2日―8月18日　ブダフェスト夏の音楽祭　
   http://www.budafest.hu/   
　e-mail: propart@chello.hu

❦ピアニスト 桑原 怜子さん
♪ ジョイントコンサート　
　”コルプストロンボーン四重奏団と共演”
　日時　７月１５日（水）午後４時開演
　場所　ブダペスト　（ハンガリー）VIII, Koris u.13.　
　”a Kulsovarosi Templom”

♪コルプストロンボーン四重奏団　
　桑原怜子　ジョイントコンサート
　～ハンガリーからの調べ～
　日時　７月２６日（日）　午後２時開演
　場所　舞鶴市総合文化会館小ホール　(京都府）
　お問い合わせ　Music Studio M 090-5152-0693
　後援　リスト音楽院友の会 / 日本トロンボーン協会

♪ ソロ＆２台ピアノによるデュオリサイタル
　共演　安達朋博
　日時　８月１日（土）午後７時開演
　場所　遊音堂YOUホール（大阪）
　お問合せ　ミュージック・アート・
　　　　　　ステーション　
　Tel&Fax 06-6858-0084
　日時　８月６日(木）
　場所　真鍋記念館クララザール

                    　　　　（岐阜市）
　主催　リスト音楽院友の会

♪ ソロ＆２台ピアノによるデュオリサイタル
　日時　８月１２日（水）
　場所　杉並公会堂小ホール（東京）
　お問い合わせ　プラネット・ワイ TEL.（０３）５９８８－９３１６

❦ヴァイオリニスト 大迫　綾香さん
　

　日時  8月9日（日）14:00開演
　場所 可児市文化創造センター
　　　 (岐阜県)
　共演：松永　みなみさん
　お問い合わせ：0574-65-4786
　後援：東京音楽大学岐阜県人会

❦ピアニスト　中村 美貴さん
　　　　　　　浅野 衣美さん
　　　　　　　松永 みなみさん
　  ヴァイオリニスト　
　　　　　　　大迫 綾香さん
　
　日程 8月11日（火）18:30開演
　杉並公会堂小ホール（東京）

※在ハン演奏家コンサート最新情報はブダペストネットワークに
て、随時掲載中です。 http://bpnet.web.fc2.com/

《お知らせ》 2009年度12月まで
　日本・ハンガリー友好年を記念いたしまして、在住日本人留学
生・音楽家及び両国に親交のある音楽家に声を掛けさせて頂き『
友好年記念オーケストラ』が今年度限定結成され年に数回のコン
サート開催・予定しています。
　スポンサー・後援・出張演奏依頼・年間会員など随時募集してお
ります。　是非サポートご協力お願いしたします。
お問い合わせ:Propart Hungary Bt（企画：桑名）
Tel: +36-1-7867846 / +3670-3815548
e-mail: propart@chello.hu

7月～8月お勧めコンサート		
                             桑名　一恵

13コンサート情報

たため、その事からも”ハンガリー人作曲家によるクラリネット作
品“の研究をしようと決め、名曲ながら演奏される事の少ない作
品なども集めました。すると、おのずと作曲家の意図を理解する
ためにはハンガリーの文化を知る必要があり、ハンガリー語もま
たそれまで以上に必修となったのです。
　そんな時に、ブダペストを訪れたＮＨＫ交響楽団コンサートマ
スターの篠崎史紀さんと、ブラームスのクラリネット五重奏をご
一緒する機会がありました。この曲の２楽章にはブラームスが
ジプシー音楽をヒントに書いたフレーズがあります。そこを私な
りにハンガリー訛りのアプローチで演奏したところ、それを面白
がってかどうかご本人に確認しておりませんが、その後も何度も
ご一緒させて頂く事にもなりました。日本に帰国して１年経った
今年、その他のＮ響メンバーの方 と々も一緒に「2009年都民フ
ェスティバル・室内楽シリーズ」や、つい先日６月６日にも、ハー
モニーホールふくい主催「６月の宝石ドナウの真珠~豊永美恵と
Ｎ響トップメンバーが贈るハンガリーの調べ」と題した演奏会で
共演してくださいました。福井での演奏会では、日本初演となる
「R.Kókaiのクラリネット四重奏」も取り上げ、少しずつですが作
品紹介が出来ようとしています。
　このような、初演作品への取り組みも評価の一つとされて、こ
の度「2009年度岩城宏之音楽賞」を受賞致しました。賞を頂い
た事で、これまでハンガリーで学んできた事、私がやりたいと信じ
てやってきた事が間違いでは無かったと確信し、自信を持って次
の一歩を踏み出せるような気がします。また、この賞を通じてハン
ガリーという国に興味を持って下さる人がいることを願っていま
す。１２月に東京文化会館で行われるリサイタル、日本演奏家連
盟主催「演連コンサート」でもハンガリー人作曲家の作品を中心

に演奏します。
　”音楽というかけがえの
無い財産を今の時代で途
切れさせないよう、少しで
も多くの人に知ってもら
う”
　これが、私に沢山の事
を与えてくれたハンガリ
ーへの恩返しとなるよう、
これからも私の声となる
クラリネットと向き合って
いきたいです。

シーズンオフに入り在ハンの日本人演奏家の皆さんの多くは夏休みの為、日本に一時帰国しコンサート活動を精力的に行う
演奏家達の日本で行われるコンサートも含めて御紹介いたします。ご帰国の際に、是非お立ち寄りください。

尚、ハンガリー国内では、様々な夏の音楽祭が開催されます。
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　現在、拠点となる場所を設定中です。既に4、5人の入部希望
あり、コートが確保出来次第活動を開始しますので、入部希望
者は運動部まとめ役：飯尾（Tel:225-3965又はe-mail:daikichi@
mail.datanet.hu）までご一報ください。

5月10日行われた2009年度春季大会の結果
　優勝：笑好会チーム（初優勝！）、2位：住友商事チーム

「いやぁ～、優勝しちゃいました。苦節？年、ええ念願でした。え
っ、優勝コメント？とにかく嬉しいっす。嬉しいのひとことです。
秋の大会では連続優勝を狙いたいと思います。チームの皆さ
んお疲れさまでした」（TDK/成田監督談）

月例会結果（毎回30名前後参加。括弧内はハンディキャップ）

3月29日　優勝：分田宗広(24)　　
　「その日は曇り時々小雨、暑くも寒くもないほぼ無風の絶好の
ゴルフ日和でした。そのせいか、グロスで80台が4名も出るなど
皆好成績で、私が勝てたのは「運が良かった」の一言に尽きま
す。ゴルフを始めて約10年ですが、10回に1回くらいは天から運
の女神が下りてきて背中にとまることがあるようで、その日のパ
ターはよく入るし、「しまった」と思ったボールもハザードを外れ
て、何とか打ちやすいライで笑顔で私を待っていてくれました。
お陰で、24あったハンディが一気に14まで減らされて、今年の
再優勝の望みは完全に絶たれましたが、今度は何とか実力で
前半、後半共40台で回りたいと、週末はせっせと励んでおりま
す。また副賞でいただいたカーナビも最近は使い方に慣れてき
て、旅行では大活躍。クラリオン様に感謝しております」

（分田記）

4月26日　優勝：坂梨正典(27)　
　「前日のマッチプレー大敗（記録に残る7-5）ショックで病欠（
もちろん仮病）も考えた第2回日本人ゴルフ部月例大会ですが、
優勝してしまいました。スコアー的には第1回より1打多く、全く
想定外のことでした。同伴競技者に恵まれたこと（改めて深謝
申し上げます）、前日の余韻で野望が無かったこと、素直にパッ
トが打てたこと、あたりが勝因でしょうか。思い返せば、ゴルフ
を始めて早25年、優勝の二文字には全く縁がなく、苦難に溢れ
た道程でした。最初は「うまくなる」と言われ、その気になってい
ましたが、そのコメントも「大器晩成型かな」と次第にトーンダ
ウン、最早一等賞になれる日は永遠にないものとあきらめてい

スポーツ行事・運動サークル情報

バドミントン部（新設）

テニス部

ソフトボール大会（商工会主催）

ゴルフ部（まとめ飯尾欽哉）
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　（新入部員歓迎募集中！）
　一昨年に続き、第2回ウィーン・ブダペスト交流戦が5月23日
にウィーンで開催され、ブダペストからは、前回の敗戦の雪辱
を果たすべく総勢27人で参加しました。
　交流戦は、男子ダブルス・女子ダブルス・混合ダブルスの全
15試合で行われ、お年寄り相手にパワー全開で攻める非人道
的な人、息の合ったコンビネーションプレーをみせるご夫婦な
ど、それぞれの日頃の練習の成果を存分に発揮し熱戦を繰り
広げました。
　私自身も、いつもと違う緊張感の中でプレーすることにより、
テニス部だった学生時代の集中力が戻って来ました。が、しか
し、体がついてこない。。。
　試合結果は、ブダペストの5勝10敗と前回の雪辱を果たすこ
とは出来ず、あえなく惨敗に終わってしまいました。
　試合後はウィーンチームと合同で打ち上げを行い、おいしい
スペアリブを食べながらのテニス談議に華を咲かせ、とても楽
しい時間を過ごす事ができました。
　第3回を是非とも開催し、今度こそ雪辱を果たしたいと思い
ます。土曜午後の部、日曜午前の部、日曜午後の部と3チームが
活動中。景気後退に伴う帰国・転任が相次いでいます。

ました。ところが、昨年末のゴルフ部忘年会で皆様のゴルフに
対する純粋な情熱を知り、2次会でも刺激（？）を受け、一念発起
で早速素振りを開始、今では毎晩の日課（と言っても2-3分です
が）となっています。人間やればできる、ゴルフも間違って優勝
してしまう、日本人会もきっと蘇る（あ、これは関係ないですね）、
との思い込みが強くなる今日この頃です」（坂梨記）

5月24日　優勝：安藤永一(30)
　「まぐれです」（安藤談）

6月21日　優勝：児玉佳久(20)

第10回「大吉杯」マッチプレー選手権
4月第一週から始まった熱き戦いの結果
優勝：飯尾選手（大吉、HCP.11）、2位：平松選手（住商、HCP.9）、
3位決定戦：宮崎選手（日清食品、HCP.9）対 
高濱選手（東洋シート、HCP.22）

「第11回大会」は8月から3ヶ月をかけて行います。参加者募集！

第1回「アラカン（阿羅漢）杯」（6月28日）開催
優勝：飯尾（大吉）、2位：岡崎（RYOWA）、3位：高濱（東洋シート）
アラウンド還暦、しかも漢字に転換して阿羅漢。還暦に因んで
全員が赤いウェアーを着用。ボールまで赤。お遊びの結果、オネ
ストジョン賞は町野（スズキ）氏がゲット。

PANNONIA WORLD CUPで日本選抜Bチームが初の世界制覇！
　昔から「ハンガリーでは世界一！」という言葉がよく使われて
いた。No.1 in the worldではなく、World No.1 in Hungary。
　「①主催者がPGCCから医療関係の民間企業（FirstMed Cen-
ter Kft）に変更、②欧州、米州、韓国、日本の４地域対抗戦から
各国対抗戦（ハンガリー、オーストリア、フランス、チェコ、スロバ
キア、アメリカ、ロシア、韓国、日本など）に変更、③参加枠も12
名から8名に変更となった。従って、初優勝を狙う日本チームに
は、出場選手の厳しい選考が求められ、佐々木監督（ユーラシア
スペッド）、阿部コーチの下、日本Ａチーム：「辻（住友電装）、平
松（住友商事）、佐々木（ユーラシアスペッド）、直江さん（主婦）」、
日本Ｂチーム：「町野（マジャールスズキ）、江森（ソニー）、古川

（菱和）、宮崎（日清食品）」の精鋭8名で臨んだ。ステイブルフォ
ールドポイント方式に拠る団体戦の結果、当日の天候（快晴、微
風）やＨＤＣＰに若干恵まれたせいもあるが、日本Ｂチームは
大方の戦前予想に反して、町野・江森両選手の活躍に拠り、日
本Ａチームも押しのけて初優勝を遂げた」（宮崎記）

四カ国ゴルフ対抗戦（7月12日ウィーン郊外）
　今年5回目となるこの対抗戦、昨年はスロバキアチームが優
勝。ハンガリーチームは昨年の雪辱を期して選抜された12選
手が全力を振り絞る。（昨年は前の晩に飲みすぎた酒を降り絞
っただけ）

い。お気楽モードから一転、悲観的な結末が頭をよぎる。完走
できなかったらどうしよう・・・？
　高い目標を持って臨んだわけではない。ただ半年前に走っ
たタイムは超えたかった。ましてやリタイアなんぞもってのほ
か。
　昨年秋ブダペストでもマラソン大会に参加した。準備期間
がなかった当時に比べ、今回の方が条件はよいはず。遅くなる
言い訳が見つからない。「満腹でリタイア」とは何とも格好悪い。

「完走だけならなんとかなる」と軽く考えていたが、にわかに
あせり始めた。顔を上げて標識を確かめる。なんとまだ38km
も残っているではないか。
　前半は郊外から街の中心に向かうコース設定。フルマラソ
ンの走者は、ハーフ走者と、きらびやかな目抜き通りを一緒に
走り抜ける。王宮がゴールの彼らと別れた後に、我々は改めて
街を背に郊外へと向かう。最終的には再び郊外から中心部に
戻ってゴールなのだが、この郊外へ向かうあたりは目玉のな
い普通の風景が続き、集中が途切れる。急に人が減り、刺激が
減る中、疲労は容赦なく足を襲う。郊外の折り返し点、プラッタ
ー公園を通る300km前後は地獄だった。出たい、とここに来て
主張されても困るのだが、ただ胃に留まっているだけでムダに
地球の引力を引き寄せる「おもり」どもには閉口した。
　最後の3kmは意地で走った。マラソン大会では、仮装して走
る人が時々いる。微笑ましいものの、いかにも「楽しんで走って
います」という彼らに軽く追い越されるのは正直あまり気持ち
いいものではない。ゴール直前で捕らえた、シルクハットの英
国紳士風ランナー。わが死力を尽くして追い抜いた。ムキにな
る「ちいさい」自分を悟られない様、精一杯普通の顔を装いな
がら。
　ゴールと同時に足は棒の様に動かなくなった。朝から観戦し
ていたのに、途中ずっと走る姿を見逃してくれた我が「のんび
り家族」もゴールではフラフラの自分を見つけ、暖かく迎えてく
れた。前半、不調で勢い込んで走れなかった分、結果的には全
行程ずっとイーブンペースが保てた。5kmごとのラップタイム
はすべて平均値±10秒以内の誤差に収まった。完走。そして前
回より少しだけタイム短縮。よしとしよう。
　自分の足で辿り着き、垣間見たオペラ座やシェンブルン宮
殿、王宮。ずいぶん和やかな顔をしていた。車のない道の真ん
中から眺め、彼らを身近に感じた。皆と少しお近づきになれた
気がした。
　アウェーの中、同日開催されたキッズレースに参加し、本気
の地元っ子らに気圧されたわが息子は不本意だったらしい。
満足する父親のとなりで凹んでいた。彼をしっかり口説き落と
し、できればまた一緒に参加したい」（江渕泰久記）

ランニング部

　日本人学校の児童を中心に、各種大会に参加して盛り上が
っています。
　4月19日のウィーン国際マラソン大会には、ブダペストから
ハーフマラソンの部に盛田、本田雅英・宏子夫妻が、フルマラ
ソンの部に江渕泰久さん、ジュニアマラソン（4km）に江渕ジュ
ニアが出場しました。以下が公式記録。

ハーフマラソンの部
　盛田　常夫　　　　1時間36分04秒
　本田　雅英　　　　2時間32分46秒
　本田　宏子　　　　2時間32分46秒

フルマラソンの部
　江渕　泰久　　　　3時間51分53秒

　「自宅から250kmも離れたところで開かれる大会に出るの
は初めてのこと。ウィーンの街並みをわが足で闊歩できるとい
う魅力に惹かれて、今回の参加を決めた。
　レース開始は朝9時。合図の後、1万人超のランナーが一斉
にスタートした。走り始めてすぐ、自分の体がずいぶん重いこ
とに気がついた。無理もない。前日、長丁場にバテないように
と、自分の大食い本能の手綱を少々緩めてしまった。ご飯2合
と卵焼き、餃子とラーメン・ライス、それにスパゲッティーの大
盛とサンドウィッチ。１日かけてたっぷり炭水化物をとった。そ
れらは（予定外にも）全てまだ胃に残ったままだ。どうにも重
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編集部よりのお知らせ

　編集部よりのお知らせ
　「ドナウの四季」のHPが完成しました。これまで掲載されたすべての原稿を
読むことができます。http://www.danube4seasons.com 
  皆様の原稿をお待ちしています。エッセイ、ハンガリー履歴書、自己紹介、
サークル紹介などの記事をお寄せください。提出いただいた原稿は、紙面統一の
編集のために修正することがあります。修正した原稿は執筆者の校正をお願いし
ています。
　原稿は電子ファイルで、morita.magyar@gmail.comへお送りくださ
い。Word文書あるいは一太郎文書でお願いします。EXCEL形式での提出はお控
えください。写真および図形は別ファイルで送付ください。

月刊メールマガジン

•　ハンガリーのニュ－ス、
•　オペラ・バレエ、
•　コンサート、
•　イべント、
•　日本人コミュニティのお知らせなど

登録は無料ですのでE-Mailにてお申し込
みください。

Japan Coop Kft.
1025 Bp,Cimbalom u. 7.
Tel.:345-0450　　　Fax: 345-0008
e-mail: paprika-tsushin@jpc.hu
ホームページ: www.paprika-tsushin.hu/

（新入部員募集！）
　ハンガリー釣り協会によると、ヨーロッパ全体の釣り人口は
2,500万人以上。2007年のハンガリーの釣り人口は33万7,000
人となっており、総人口約1,000万人の小国にしては結構多い？

（総人口比3.3％）のかと思いきや、インターネットでたまたま
見つけた（財）日本釣振興会の資料だと日本の釣人口は1670
万人（2002年のデータ）だそうで、総人口の13％が釣りを楽し
んでいる日本と比較すると釣り人口の割合はかなり少ない。ち
なみに、北欧諸国の釣り人口の割合は50％以上ということな
ので、ハンガリー人にとって釣りはそれほど馴染みのあるもの
ではないことが分かった。
　カルパート盆地の平野部をなすハンガリーには、中央のド
ナウ川と東のティサ川という大河川が2本流れており、釣り場
にも大きな影響を及ぼしている。
　釣りのメインスポットとして真っ先に挙げられるのが、ハン
ガリーの海と呼ばれるおなじみバラトン湖である。東京23区

（約600km2）ほどもある広大な面積を誇るうえ、平均水深3m
と比較的浅く、ボート釣りなども適した条件といえそうだ。対象
魚はコイ、ウナギ、ソウギョのほか、肉食のナマズ、パイクパーチ

（スズキ目）、パイク（カワカマス属）などがおり、確かに湖にい
くとコイ釣りの人に混じって、ルアーを投げている釣り人の姿
を見かける。ハンガリー料理のレストランに行くと、たまにバラ
トン湖産のパイクなどがメニューにあるが、養殖でもしている
のだろうか？それほど魚影が濃いようには見えないし、どのよ
うに魚を調達しているのか疑問である。

釣り部

　続いてのメインスポットは、東のティサ湖である。同湖は、国
内で二番目に大きな湖（127km2）で、自然保護区に指定されて
いるだけあり動植物にとって恵まれた環境だ。私はホルトバー
ジに行った際に通り過ぎただけだが、開発された尽くしたバラ
トン湖と違い野生がそのまま残っている様子を見て、しばらく
眠っていた釣り人の本能がくすぐられた気がした。他にもブダ
ペストからわずか40kmのVelence湖や、ドナウ川の支流など多
くの釣り場が同協会のサイトで紹介されている。
　なお、統計（1997年～2007年）によると、ハンガリーの釣り場
で放流されている魚の81.8%はコイである。重量32kg以上の怪
物も上がっており、ハンガリーでは「釣り＝コイ釣り」といっても
過言でないだろう（和波拓郎記）。




